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二
三
　『
列
異
伝
』
訳
注
は
、
六
朝
古
小
説
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
収
集
と
そ
の
読
解
を
目
的
と
し
、
現
在
続
け
て
い
る
「
中
国
六
朝
古
小
説
訳
注
」
作
成
の
一
部
で
あ
る
。
　
こ
の
度
は
『
古
小
説
鉤
沈
』
を
参
考
に
、
全
四
十
七
条
の
内
「
　  
胡 
母 
班 
」
こ
 
も
 は
ん
１７
か
ら
「
　  
劉 
卓 
」
ま
で
の
五
条
を
取
り
上
げ
、
類
書
所
引
『
列
異
伝
』
を
用
い
り
う
 た
く
２１
て
字
句
の
校
勘
を
し
た
上
で
訳
注
を
施
し
た
。（「
　 
陳
倉
祠
」
か
ら
「
　  
欒 らん
０１
０７
 
侯 
」
ま
で
は
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
　
号
（
平
成
二
十
四
年
二
月
）
に
、
こ
う
４０
「
　  
鮮 
于 
冀 
」
か
ら
「
　  
蒋 
子 
文 
」
ま
で
は
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
　
号
せ
ん
 う
 
き
 
し
や
う
 し
 ぶ
ん
０８
１６
４１
（
平
成
二
十
五
年
二
月
）
掲
載
済
。）
　 
胡 
母 
班 
こ
 
も
 は
ん
１７
胡
母
班
為
①
太
山
府
君
齎
書
、 
請
河
伯
貽
其
青
糸
履
。 
甚
精
巧
也
。
②
 
③
 ④
 
⑤
胡こ
母
班 
太 
山 
府 
君 
の 
為 
に 
書 
を 
齎 
し
、 
河 
伯 
に 
其 
の 
青 
糸 
の 
履 
を 
貽 
ら
ん
こ
も
 は
ん
 
た
い
 ざ
ん
 ふ
 く
ん
 
た
め
 
し
よ
 
も
た
ら
 
か
 は
く
 
そ
 
せ
い
 し
 
り
 
お
く
と
を
請
ふ
。 
甚 
だ 
精 
巧 
な
り
。
は
な
は
 
せ
い
 か
う
【
通
釈
】
　
胡
母
班
は
太
山
府
君
の
た
め
に
手
紙
を
届
け
、 
河 
伯 
に
願
っ
て
そ
の
青
い
糸
こ
 
も
 は
ん
 
た
い
 ざ
ん
 ふ
 く
ん
 
か
 は
く
の
靴
を
賜
っ
た
が
、
た
い
へ
ん
精
巧
な
作
り
で
あ
っ
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
六
九
七
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
話
は
『
捜
神
記
』
巻
四
（『
太
平
広
記
』
二
九
三
引
）
に
見
え
、『
三
国
志
』
巻
六
・ 
袁 
紹 
伝
の 
裴 
松 
之 
注
に
え
ん
 し
ょ
う
 
は
い
 し
ょ
う
 し
「
班
嘗
見
太
山
府
君
及
河
伯
、
事
在
『
捜
神
記
』」（
班  
嘗 
て
太
山
府
君
及
び
河
伯
に 
見 
か
つ
 
あ
ふ
、
事
は
『
捜
神
記
』
に
在
り
）
と
あ
る
。
胡
母
班
字
季
友
、
泰
山
人
也
。
曽
至
泰
山
之
側
、
忽
于
樹
間
逢
一
絳
衣
騶
。
呼
班
云
「
泰
山
府
君
召
。」
班
驚
愕
、
逡
巡
未
答
。
復
有
一
騶
出
、
呼
之
。
遂
随
行
数
十
歩
、
騶
請
班
暫
瞑
。
少
頃
、
便
見
宮
室
、
威
儀
甚
厳
。
班
乃
入
閣
拝
謁
。
主
為
設
食
、
語
班
曰
「
欲
見
君
、
無
他
。
欲
附
書
与
女
壻
耳
。」
班
問
「
女
郎
何
在
。」
曰
「
女
為
河
伯
婦
。」
班
曰
「
輒
当
奉
書
、
不
知
縁
何
得
達
。」
答
曰
「
今
適
河
中
流
、
便
扣
舟
呼
青
衣
、
当
自
有
取
書
者
。」
班
乃
辞
出
。
昔
騶
復
令
閉
目
。
有
頃
、
忽
如
故
道
。
遂
西
行
、
如
神
言
而
呼
青
衣
。
須
臾
、
果
有
一
女
僕
出
、
取
書
而
沒
。
少
頃
復
出
、
云
「
河
伯
欲
暫
見
君
。」
婢
亦
請
瞑
目
。
遂
拝
謁
河
伯
。
河
伯
乃
大
設
酒
食
、
詞
旨
殷
勤
。
臨
去
、
謂
班
曰
「
感
君
遠
為
致
書
、
無
物
相
奉
。」
於
是
命
左
右
「
取
吾
青
糸
履
来
。」
以
貽
班
。
班
出
、
瞑
然
、
忽
得
還
舟
。
遂
於
長
安
、
経
年
而
還
。
至
泰
山
側
、
不
敢
潜
過
。
遂
扣
樹
、
自
稱
姓
名
「
従
長
安
還
、
欲
啓
消
息
。」
須
臾
、
昔
騶
出
、
引
班
如
向
法
而
進
。
因
致
書
焉
。
府
君
請
曰
「
当
別
再
報
。」
班
語
訖
、
如
厠
。
忽
見
其
父
著
械
徒
作
。
此
輩
数
百
人
。
班
進
拝
流
涕
、
問
「
大
人
何
因
及
此
。」
父
云
「
吾
死
、
不
幸
見
遣
三
年
、
今
已
二
年
矣
。
困
苦
不
可
処
。
知
汝
今
為
明
府
所
識
。
可
為
吾
陳
之
。
乞
免
此
役
、
便
欲
得
社
公
耳
。」
班
乃
依
教
、
叩
頭
陳
乞
。
府
君
曰
「
生
死
異
安田女子大学紀要　４２，２７４−２８４ （２３−３３）　２０１４.
中
国
六
朝
古
小
説
訳
注
『
列
異
伝
』（
三
）
先
　
　
坊
　
　
幸
　
　
子
二
四
路
、
不
可
相
近
。
身
無
所
惜
。」
班
苦
請
、
方
許
之
。
於
是
辞
出
、
還
家
。
歳
余
、
児
子
死
亡
略
尽
。
班
惶
懼
、
復
詣
泰
山
、
扣
樹
求
見
。
昔
騶
遂
迎
之
而
見
。
班
乃
自
説
「
昔
辞
曠
拙
。
及
還
家
、
児
死
亡
至
尽
。
今
恐
禍
故
未
已
、
輒
来
啓
白
。
幸
蒙
哀
救
。」
府
君
拊
掌
大
笑
曰
「
昔
語
君
『
死
生
異
路
、
不
可
相
近
』
故
也
。」
即
敕
外
召
班
父
。
須
臾
、
至
庭
中
、
問
之
「
昔
求
還
里
社
、
当
為
門
戸
作
福
、
而
孫
息
死
亡
至
尽
、
何
也
。」
答
云
「
久
別
郷
里
、
自
欣
得
還
。
又
遇
酒
食
充
足
、
実
念
諸
孫
、
召
之
。」
於
是
代
之
。
父
涕
泣
而
出
。
班
遂
還
。
後
有
児
皆
無
恙
。（『
捜
神
記
』
四
）
 
胡 こ
母 
班 
　 
字 
は 
季 
友 
、 
泰 
山 
の
人
な
り
。 
曽 
て
泰
山
の 
側 
に
至
る
に
、 
忽 
ち
も
 は
ん
 
あ
ざ
な
 
き
 い
う
 
た
い
 ざ
ん
 
か
つ
 
か
た
は
ら
 
た
ち
ま
 
樹
間 
に
于 
て
一 
絳
衣 
の
騶 
に
逢 
ふ
。
班
を
呼
び
て 
云 
ふ
「 
泰 
山 
府 
君 
召
す
な
り
」
じ
ゆ
 か
ん
 
お
い
 
か
う
 い
 
す
う
 
あ
 
い
 
た
い
 ざ
ん
 ふ
 く
ん
と
。 
班 
は 
驚 
愕 
し
、 
逡 
巡 
し
て 
未 
だ
答
へ
ず
。 
復 
た 
一 
騶 
の 
出 
づ
る
有
り
て
、
は
ん
 
き
や
う
 が
く
 
し
ゆ
ん
 じ
ゆ
ん
 
い
ま
 
ま
 
い
ち
 す
う
 
い
 
之
を
呼
ぶ
。 
遂 
に 
随 
ひ
行
く
こ
と
数
十
歩
、
騶
は
班
に 
暫 
く 
瞑 
せ
ん
こ
と
を 
請 
こ
れ
 
つ
ひ
 
し
た
が
 
し
ば
ら
 
め
い
 
こ
ふ
。 
少
頃 
に
し
て
、 
便 
ち 
宮 
室 
を
見
る
に
、 
威 
儀 
　 
甚 
だ 
厳 
な
り
。
班
　 
乃 
ち
し
ば
ら
く
 
す
な
は
 
き
ゆ
う
 し
つ
 
ゐ
 
ぎ
 
は
な
は
 
げ
ん
 
す
な
は
 
閣
に 
入
り
て
拝 
謁
す
。
主  
為 
に 
食 
を 
設 
け
、
班
に
語
り
て 
曰 
く
「
君
に 
見 
は
ん
か
く
 
い
 
は
い
 え
つ
 
た
め
 
し
よ
く
 
ま
う
 
い
は
 
あ
と
欲
す
る
は
、 
他 
無
し
。
書
を 
附 
し
て 
女 
壻 
に 
与 
へ
ん
と
欲
す
る 
耳 
」
と
。
班
問
た
ふ
ぢ
よ
せ
い
あ
た
の
み
ふ
「 
女 
郎  
何 
く
に
か
在
る
」
と
。
曰
く
「 
女 
は 
河 
伯 
の
婦 
為 
り
」
と
。
班
曰
く
ぢ
よ
 ら
う
 
い
づ
 
む
す
め
 
か
 は
く
 
た
「 
輒 
ち 
当 
に
書
を
奉
ず
べ
き
も
、
何
に 
縁 
り
て
達
す
る
を
得
る
か
を
知
ら
ず
」
と
。
す
な
は
ま
さ
よ
答
へ
て
曰
く
「
今  
河 
の
中
流
に 
適 
き
、
便
ち
舟
を 
扣 
き
て
青
衣
を
呼
べ
ば
、 
当 
に
か
は
 
ゆ
 
た
た
 
ま
さ
 
自
か
ら
書
を
取
る
者
有
る
べ
し
」
と
。
班
は
乃
ち 
辞 
し
て
出
づ
。 
昔 
の 
騶 
お
の
づ
じ
さ
き
す
う
 
復
た 
閉 
目 
せ 
令 
む
。 
頃 
く
有
り
て
、
忽
ち 
故 
の 
道 
の 
如 
し
。
遂
に
西
に
行
き
、
神
ま
 
へ
い
 も
く
 
し
 
し
ば
ら
 
も
と
 
み
ち
 
ご
と
の
言
の
如
く
に
し
て
青
衣
を
呼
ぶ
。 
須 
臾 
に
し
て
、
果
た
し
て 
一 
女 
僕 
の
出
づ
る
し
ゆ
ゆ
い
ち
ぢ
よ
ぼ
く
有
り
、
書
を
取
り
て
沒
す
。
少
頃
に
し
て 
復 
た
出
で
、
云
ふ
「
河
伯
　 
暫 
く
君
に
ま
 
し
ば
ら
 
見
は
ん
と
欲
す
」
と
。 
婢 
も 
亦 
た 
瞑 
目 
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
遂
に
河
伯
に 
拝 
謁 
す
。
あ
ひ
ま
め
い
も
く
は
い
え
つ
河
伯 
乃
ち
大
い
に
酒
食
を 
設 
け
、 
詞 
旨 
殷 
勤 
な
り
。
去
る
に
臨
み
、
班
に 
謂 
ひ
て
ま
う
 
し
 
し
 い
ん
 ぎ
ん
 
い
曰
く
「
君
の
遠
く
為 
に
書
を
致
す
に
感
ず
る
も
、
物
の 
相 
ひ
奉
ず
る
無
し
」
と
。
た
め
あ
 
是
に
於
て
左
右
に
命
ず
「 
吾 
の 
青 
糸 
の 
履 
を
取
り
て 
来 
れ
」
と
。
以
て
班
に 
貽 
る
。
こ
こ
 
わ
れ
 
せ
い
 し
 
り
 
き
た
 
お
く
班
出 
で
、 
瞑
然 
と
し
て
、 
忽 
ち
舟
に
還
る
を
得
た
り
。
遂
に 
長 
安 
に 
於 
て
し
、
い
め
い
ぜ
ん
た
ち
ま
ち
や
う
あ
ん
お
い
年
を 
経
て 
還
る
。
泰
山
の 
側 
に
至
り
、 
敢 
へ
て 
潜 
か
に
過
ぎ
ず
。 
遂 
に
樹
を 
扣 
へ
 
か
へ
 
か
た
は
ら
 
あ
 
ひ
そ
 
つ
ひ
 
た
た
き
、 
自 
ら
姓
名
を 
稱 
し
「
長
安 
従 
り
還
り
、 
消 
息 
を 
啓 
せ
ん
と
欲
す
」
と
。 
須 
み
づ
か
し
よ
う
よ
せ
う
そ
く
け
い
し
ゆ
 
臾 
に
し
て
、 
昔 
の 
騶 
出
で
、
班
を
引
き
て 
向 
の
法
の 
如 
く
し
て
進
ま
し
む
。 
因 
り
ゆ
 
さ
き
 
す
う
 
さ
き
 
ご
と
 
よ
て
書
を
致
す
。
府
君  
請 
け
て
曰
く
「 
当 
に
別
に 
再 
報 
す
べ
し
」
と
。
班 
語
り 
訖 
う
 
ま
さ
 
さ
い
 ほ
う
 
を
は
り
、 
厠 
に 
如 
く
。 
忽 
ち 
其 
の
父  
械 
を 
著 
け
て 
徒 
作 
す
る
を
見
る
。 
此 
の
輩 
数
か
は
や
 
ゆ
 
た
ち
ま
 
そ
 
か
せ
 
つ
 
と
 さ
く
 
こ
百
人
あ
り
。
班
は
進
み 
拝 
し
て 
流 
涕 
し
、
問
ふ
「 
大 
人 
何
に
因
り
て 
此 
に
及
ぶ
は
い
 
り
う
 て
い
 
た
い
 じ
ん
 
こ
こ
や
」
と
。
父
云
ふ
「 
吾 
死
し
て
、
不
幸
に
し
て 
遣 
は
る
る
こ
と
三
年
、
今  
已 
に
わ
れ
 
つ
か
 
す
で
二
年
な
り
。 
困 
苦  
処 
す 
可 
か
ら
ず
。 
汝 
の
今  
明 
府 
の 
識 
る
所
と 
為 
る
を
知
る
。
こ
ん
 く
 
し
よ
 
べ
 
な
ん
ぢ
 
め
い
 ふ
 
し
 
な
 
吾 
が 
為 
に
之
を 
陳 
ぶ 
可 
し
。 
此 
の
役
を 
免 
れ
ん
こ
と
を 
乞 
ひ
、
便
ち 
社 
公 
を
得
ん
わ
 
た
め
 
の
 
べ
 
こ
 
ま
ぬ
か
 
こ
 
し
や
 こ
う
と
欲
す
る 
耳 
」
と
。
班 
乃 
ち 
教 
に 
依 
り
、 
叩 
頭 
し
て 
陳 
べ 
乞 
ふ
。
府
君
曰
く
「
死
の
み
 
す
な
は
 
け
う
 
よ
 
こ
う
 と
う
 
の
 
こ
生  
路 
を 
異 
に
す
れ
ば
、 
相 
ひ
近
づ
く 
可 
か
ら
ず
。
身
の
惜
し
む
所
無
き
か
」
と
。
み
ち
 
こ
と
 
あ
 
べ
班
　 
苦 
ろ
に
請
ひ
て
、 
方 
め
て
之
を
許
す
。 
是 
に 
於 
て
辞
し
出
で
、
家
に
還
る
。
ね
ん
ご
 
は
じ
 
こ
こ
 
お
い
 
歳 
余 
に
し
て
、 
児 
子 
死
亡
し
て 
略 
ぼ 
尽 
き
ん
と
す
。
班
　 
惶 
懼 
し
、 
復 
た
泰
山
に
さ
い
 よ
 
じ
 
し
 
ほ
 
つ
 
く
わ
う
 く
 
ま
 
詣 
り
、
樹
を 
扣 
き
て 
見 
え
ん
こ
と
を
求
む
。
昔
の
騶  
遂 
り
て
之
を
迎
へ
て
見
る
。
い
た
 
た
た
 
ま
み
 
よ
班 
乃
ち 
自 
ら
説
く
「
昔
に
辞
し
て
よ
り 
曠 
拙 
な
り
。
家
に
還
る
に
及
び
、
児 
み
づ
か
 
く
わ
う
 せ
つ
死
亡
し
て
尽
く
る
に
至
ら
ん
と
す
。
今  
禍 
故 
の
未
だ 
已 
ま
ざ
る
を
恐
れ
、 
輒 
ち
く
わ
 こ
 
や
 
す
な
は
 
来 
り
て 
啓 
白 
す
。 
幸 
は
く
は 
哀 
救 
を 
蒙 
ら
ん
」
と
。
府
君
　 
掌 
を 
拊 
ち
大
笑
し
て
き
た
 
け
い
 は
く
 
ね
が
 
あ
い
 き
う
 
か
う
む
 
し
や
う
 
う
曰
く
「
昔 
君
に
『
死
生  
路 
を 
異 
に
す
れ
ば
、 
相 
ひ
近
づ
く 
可 
か
ら
ず
』
と
語
る
み
ち
 
こ
と
 
あ
 
べ
の 
故 
な
り
」
と
。 
即 
ち
外
に 
敕 
し
て
班
が
父
を
召
す
。 
須 
臾 
に
し
て
、 
庭 
中 
に
ゆ
ゑ
す
な
は
ち
よ
く
し
ゆ
ゆ
て
い
ち
ゆ
う
至
れ
ば
、
之
に
問
ふ
「
昔 
求
め
て 
里 
社 
に
還
る
。 
当 
に 
門 
戸 
に
福
を 
作 
す
べ
き
り
 し
や
 
ま
さ
 
も
ん
 こ
 
な
に
、
而
る
に
孫
息 
死
亡
し
て
尽
く
る
に
至
る
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
答
へ
て
云
ふ
「
久
し
く
郷
里
に
別
れ
、
自
ら
還
る
を
得
た
る
を 
欣 
ぶ
。 
又 
た
酒
食
の
充
足
す
る
よ
ろ
こ
 
ま
に 
遇 
ひ
、 
実 
に
諸
孫
を 
念 
へ
ば
、
之
を
召
す
」
と
。 
是 
に
於
て
之
を 
代 
ふ
。
父 
あ
ま
こ
と
お
も
こ
こ
か
 
涕 
泣 
し
て
出
づ
。
班 
遂
に
還
る
。
後
に 
児 
有
る
も 
皆 
な 
恙 
無
し
。
て
い
 き
ふ
 
じ
 
み
 
つ
つ
が
①
胡
母
班
─
後
漢
・
泰
山
の
人
。 
字 
は 
季 
友 
。
官
は 
執 
金 
吾 
（
武
官
職
の
中
あ
ざ
な
 
き
 ゆ
う
 
し
つ
 き
ん
 ご
尉
）。
山
東
の
兵
が
起
こ
る
と
、 
董 
卓 
の
使
者
と
な
り
、 
袁 
紹 
ら
の
諸
軍
に
と
う
 た
く
 
え
ん
 し
ょ
う
説
い
た
が
、
遂
に
は
害
さ
れ
た
。
②
太
山
府
君
─
太
山
の
神
。
人
の
生
死
を
掌
る
。
太
山
（
泰
山
）
は
、
山
名
。
五
嶽
（
古
代
中
国
で
崇
拝
さ
れ
た
五
つ
の
霊
山
）
の
一
。
山
東
省
泰
安
県
の
先　　坊　　幸　　子 ２８３
二
五
北
に
あ
る
。
死
者
の
魂
が
集
ま
る
と
さ
れ
る
。
③
請
─
こ
の
字
、『
太
平
御
覧
』
は
「
詣
」
に
作
る
。
④
河
伯
─
河
の
神
。
水
神
。『
捜
神
記
』
に
、
河
伯
は
太
山
府
君
の
「
女
壻
」（
娘
婿
）
と
あ
る
。
⑤
甚
精
巧
也
─
『
捜
神
記
』
に
は
、
こ
の
後
に 
胡 
母 
班 
が
太
山
へ
報
告
に
行
き
、
こ
 
も
 は
ん
そ
こ
で
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
父
親
に
会
う
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　 
度 
索 
君 
ど
 さ
く
 く
ん
１８
袁
本
初
時
、
有
神
出
①
河
東
。
号
度
索
君
、
人
共
立
廟
。
②
 
③
 兗
 州
蘇
氏
母
病
、
往
④
祷
。
見
一
人
、
著
白
布
、
単
衣
高
冠
。 
冠 
似
魚
頭
。 
謂 
度
索
君
曰
「
昔
臨 
廬 
⑤
 
⑥
 
⑦
山
下
、
共
食
白
李
。
未
久
已
三
千
年
。 
日 
月
易
得
、
使
人
悵
然
。」
去
後
、
度
⑧
索
君
曰
「
此
南
海
君
也
。」
⑨
袁ゑん
本 
初 
の
時
、
神
有
り
て 
河 
東 
に 
出 
づ
。 
度 
索 
君 
と 
号 
し
、
人 
共
に 
廟 
を
立
ほ
ん
 し
よ
 
か
 と
う
 
い
 
ど
 さ
く
 く
ん
 
が
う
 
べ
う
つ
。 
兗えん
州 
の 
蘇 
氏 
の
母 
病
み
、 
往 
き
て 
祷 
る
。
一
人
を
見
る
に
、
白
布
を 
著 
し
う
 
そ
 
し
 
ゆ
 
い
の
 
つ
け
、
単
衣
高
冠
す
。
冠
は
魚
の
頭
に
似
た
り
。
度
索
君
に 
謂 
ひ
て 
曰 
く
「
昔  
廬 
い
 
い
は
 
ろ
山
の
下
に
臨
み
て
、
共
に
白
李
を
食
ら
ふ
。 
未 
だ 
久 
し
か
ら
ざ
る
に 
已 
に
三
千
ざ
ん
 
い
ま
 
ひ
さ
 
す
で
年
な
り
。
日
月 
得
易
く
、
人
を
し
て
悵
然
た
ら 
使 
む
」
と
。
去
り
て
後
、
度
索
し
君
曰
く
「
此
れ
南
海
君
な
り
」
と
。
い
は
 
こ
【
通
釈
】
　
袁
本
初
の
時
、
神
が 
河 
東 
に
現
れ
た
。 
度 
索 
君 
と
名
乗
り
、
人
々
は
共
に 
廟 
え
ん
 ほ
ん
 し
ょ
 
か
 と
う
 
ど
 さ
く
 く
ん
 
び
ょ
う
を
立
て
た
。 
兗 えん
州 
の
蘇
氏
の
母
が
病
気
に
な
り
、
そ
こ
へ
行
っ
て
祈
り
を
捧
げ
し
ゅ
う
た
。
一
人
の
男
が
現
れ
、
白
い
布
を
身
に
つ
け
、
単
衣
に
高
冠
を
つ
け
て
い
た
。
冠
は
魚
の
頭
に
似
て
い
た
。
度
索
君
に
言
う
に
は
「
昔  
廬 
山 
の
下
に
行
っ
て
、
ろ
 ざ
ん
一
緒
に
白
李
を
食
べ
た
。
そ
う
長
い
時
と
も
思
え
な
い
の
に
三
千
年
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
月
日
の
流
れ
る
の
は
速
く
、
人
に
恨
み
嘆
か
せ
る
も
の
だ
ね
」
と
。
去
っ
て
後
、
度
索
君
が
「
今
の
は
南
海
君
だ
」
と
言
っ
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
斉
民
要
術
』
一
〇
、『
初
学
記
』
二
八
、『
芸
文
類
聚
』
八
六
、『
太
平
御
覧
』
八
八
二
、
九
六
八
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』
一
七
（『
太
平
広
記
』
二
九
三
引
）
に
見
え
る
。
袁
紹
字
本
初
、
在
冀
州
。
有
神
出
河
東
、
号
度
朔
君
。
百
姓
共
為
立
廟
。
廟
有
主
簿
大
福
。
陳
留
蔡
庸
為
清
河
太
守
、
過
謁
廟
。
有
子
名
道
、
亡
已
三
十
年
。
度
朔
君
為
庸
設
酒
、
曰
「
貴
子
昔
来
、
欲
相
見
。」
須
臾
、
子
来
。
度
朔
君
自
云
「
父
祖
昔
作
兗
州
。」
有
一
士
姓
蘇
、
母
病
往
祷
。
主
簿
云
「
君
逢
天
士
。
留
待
。」
聞
西
北
有
鼓
声
而
君
至
。
須
臾
、
一
客
来
。
著
皂
単
衣
、
頭
上
五
色
毛
、
長
数
寸
。
去
後
、
復
一
人
。
著
白
布
単
衣
、
高
冠
、
冠
似
漁
頭
。
謂
君
曰
「
昔
、
臨
廬
山
、
共
食
白
李
。
憶
之
未
久
、
已
三
千
歳
。
日
月
易
得
、
使
人
悵
然
。」
去
後
、
君
謂
士
曰
「
先
来
南
海
君
也
。」
士
是
書
生
、
君
明
通
五
経
、
善
『
礼
記
』。
与
士
論
礼
、
士
不
如
也
。
士
乞
救
母
病
。
君
曰
「
卿
所
居
東
有
故
橋
、
人
壊
之
。
此
橋
所
行
、
卿
母
犯
之
。
能
復
橋
、
便
差
。」
曹
公
討
袁
譚
、
使
人
従
廟
換
千
疋
絹
、
君
不
与
。
曹
公
遣
張
郃
毀
廟
。
未
至
百
里
、
君
遣
兵
数
万
、
方
道
而
来
。
郃
未
達
二
里
、
雲
霧
繞
郃
軍
、
不
知
廟
処
。
君
語
主
簿
「
曹
公
気
盛
、
宜
避
之
。」
後
蘇
并
鄰
家
有
神
下
、
識
君
声
。
云
「
昔
移
入
胡
、
闊
絶
三
年
。」
乃
遣
人
与
曹
公
相
聞
。「
欲
修
故
廟
、
地
衰
不
中
居
、
欲
寄
住
。」
公
曰
「
甚
善
。」
治
城
北
楼
以
居
之
。
数
日
、
曹
公
猟
。
得
物
、
大
如
麑
、
大
足
、
色
白
如
雪
、
毛
軟
滑
可
愛
。
公
以
摩
面
、
莫
能
名
也
。
夜
聞
楼
上
哭
。
云
「
少
児
出
行
不
還
。」
公
拊
掌
曰
「
此
子
言
、
真
衰
也
。」
晨
将
数
百
犬
、
繞
楼
下
。
犬
得
気
、
冲
突
内
外
。
見
有
物
大
如
驢
、
自
投
楼
下
。
犬
殺
之
、
廟
神
乃
絶
。
（『
捜
神
記
』
一
七
）
 
袁 
紹 
　 
字 
は 
本 
初 
、 
冀 
州 
（
河
北
省
）
に 
在 
り
。
神
の  
河 
東 
に 
出 
づ
る
有
り
、 
度 
え
ん
 せ
う
 
あ
ざ
な
 
ほ
ん
 し
よ
 
き
 し
う
 
あ
 
か
 と
う
 
い
 
ど
 
朔 
君 
と 
号 
す
。 
百 
姓  
共 
に 
為 
に 
廟 
を 
立 
つ
。
廟
に 
主 
簿 
の
大
福
な
る
有
り
。
陳
さ
く
く
ん
が
う
ひ
や
く
せ
い
と
も
た
め
べ
う
た
し
ゆ
ぼ
中国六朝古小説訳注『列異伝』（三）２８２
二
六
留
の
蔡
庸
は
清
河
太
守
と 
為 
り
、 
過 
り
て
廟
に
謁
す
。
子
の 
道 
と
名
づ
く
る
有
り
、
な
 
よ
ぎ
 
だ
う
 
亡
し
て
已 
に
三
十
年
な
り
。
度
朔
君 
庸
の 
為 
に
酒
を 
設 
け
、 
曰 
く
「
貴
子 
昔 
来 
し
 
す
で
 
た
め
 
ま
う
 
い
は
 
き
た
り
、 
相 
ひ 
見 
え
ん
と
欲
す
」
と
。 
須 
臾 
に
し
て
、
子 
来 
る
。
度
朔
君
　 
自 
ら 
云 
ふ
あ
 
ま
み
 
し
ゆ
 ゆ
 
き
た
 
み
づ
か
 
い
「
父
祖
は
昔 
 兗
 
え
ん
州
と 
作 
る
」
と
。
一
士
の
姓 
蘇
な
る
有
り
、
母 
病 
め
ば 
往 
き
て 
祷 
し
う
 
な
 
や
 
ゆ
 
い
の
る
。 
主 
簿 
云
ふ
「
君 
天
士
と
逢
ふ
。
留
待
せ
よ
」
と
。
西
北
に
鼓
声
有
る
を
聞
き
し
ゆ
 ぼ
て
君
至
る
。 
須 
臾 
に
し
て
、
一
客 
来 
る
。 
皂 
の
単
衣
を 
著 
け
、
頭
上
に
五
色
の
毛
し
ゆ
 ゆ
 
き
た
 
く
ろ
 
つ
の
、
長
さ
数
寸
な
る
あ
り
。
去
り
て
後
、 
復 
た
一
人
あ
り
。
白
布
の
単
衣
を 
著 
け
、
ま
 
つ
高
冠
す
る
に
、
冠
は
漁
頭
に
似
た
り
。
君
に 
謂 
ひ
て
曰
く
「
昔
、
廬
山
に 
臨 
み
、
い
 
の
ぞ
 
共
に
白
李
を
食 
ふ
。 
之
を 
憶
ふ
も
未 
だ
久 
し
か
ら
ざ
る
に
、 
已 
に
三
千
歳
な
り
。
と
も
 
く
ら
 
こ
れ
 
お
も
 
い
ま
 
ひ
さ
 
す
で
日
月
は
得 
易
く
、
人
を
し
て
悵
然
た
ら 
使 
む
」
と
。
去
り
て
後
、
君
は
士
に
謂
ひ
や
す
 
し
て
曰
く
「
先
に 
来 
る
は
南
海
君
な
り
」
と
。
士
は 
是 
れ
書
生
に
し
て
、
君
は
五
経
き
た
 
こ
に
明
通
し
、『
礼
記
』
を 
善 
く
す
。
士
と
礼
を
論
じ
、
士
は 
如 
か
ざ
る
な
り
。
士
よ
 
し
は
母
の
病 
を
救
は
ん
こ
と
を 
乞 
ふ
。
君
曰
く
「
卿
の
居
る
所
の
東
に
故
橋
有
り
、
や
ま
ひ
 
こ
人 
之 
を 
壊 
す
。 
此 
の
橋
の
行
く
所
、
卿
が
母 
之
を
犯
す
。 
能 
く
橋
を 
復 
さ
ば
、
こ
れ
 
こ
は
 
こ
 
よ
 
ふ
く
 
便
ち 
差 
え
ん
」
と
。
曹
公
は
袁
譚
を
討
ち
、
人
を
し
て
廟
に
従
ひ
て
千
疋
の
絹
を
す
な
は
 
い
換
へ 
使 
む
る
も
、
君 
与 
へ
ず
。
曹
公 
張
郃
を 
遣 
は
し
て
廟
を 
毀 
た
し
む
。 
未 
だ
至
し
 
あ
た
 
つ
か
 
こ
ぼ
 
い
ま
ら
ざ
る
こ
と
百
里
、
君 
兵
数
万
を
遣
は
し
、
道
に 
方 
た
り
て 
来 
る
。
郃  
未 
だ
達
あ
き
た
い
ま
せ
ざ
る
こ
と
二
里
、
雲
霧 
郃
の
軍
を
繞
り
、
廟
の
処
を
知
ら
ず
。
君 
主
簿
に
語
る
「
曹
公
の
気  
盛 
ん
な
れ
ば
、 
宜 
し
く 
之 
を 
避 
く
べ
し
」
と
。
後 
蘇 
并 
び
に
鄰
さ
か
よ
ろ
こ
れ
さ
な
ら
家
に
神
の
下
る
有
り
、
君
の
声
な
る
を 
識 
る
。
云
ふ
「
昔 
移
り
て
胡
に
入
り
、
し
闊
絶
す
る
こ
と
三
年
な
り
」
と
。 
乃 
ち
人
を 
遣 
は
し
て
曹
公
と 
相 
ひ
聞
せ
し
む
。
す
な
は
つ
か
あ
「 
故 
の
廟
を
修
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
地 
衰
へ
居
す
る
に 
中 
ら
ざ
れ
ば
、
寄
住
せ
ん
も
と
 
あ
た
と
欲
す
」
と
。
公
曰
く
「 
甚 
だ 
善 
し
」
と
。
城
の
北
楼
を
治
し
て
以
て
之
に
居
は
な
は
よ
せ
し
む
。
数
日
に
し
て
、
曹
公 
猟
す
。
物
を
得
た
る
に
、
大
な
る
こ
と
麑
の 
如 ごと
く
、
大
足
に
し
て
、
色
の
白
き
こ
と
雪
の 
如 
く
、
毛
は
軟
滑
に
し
て
愛
す 
可 
し
。
ご
と
べ
公
以
て
面
を
摩
す
る
も
、
能
く
名
づ
く
る 
莫 
き
な
り
。
夜 
楼
上
に
哭
す
る
を
聞
な
く
。
云
ふ
「
少
児  
出 
で 
行 
き
て
還
ら
ず
」
と
。
公 
掌
を 
拊 
ち
て
曰
く
「 
此 
の 
子 
い
ゆ
う
こ
し
の
言
、 
真 
に
衰
へ
た
る
な
り
」
と
。
晨
に
数
百
の
犬
を 
将 
き
て
、
楼
下
を
繞
る
。
ま
こ
と
 
ひ
犬
気
を
得
て
、
内
外
に
冲
突
す
。
物
有
り
て
大
な
る
こ
と
驢
の 
如 
き
を
見
る
に
、
ご
と
 
自 
ら
楼
下
に
投
ず
。
犬  
之 
を
殺
し
、
廟
神
　 
乃 
ち 
絶 
ゆ
。
み
づ
か
 
こ
れ
 
す
な
は
 
た
①
袁
本
初
─
袁
紹 
。
後
漢
、 
汝 
陽 
の
人
。 
本 
初 
は 
字 
。
初
平
二
年
（
一
九
一
）
え
ん
 し
ょ
う
 
じ
ょ
 よ
う
 
ほ
ん
 し
ょ
 
あ
ざ
な
に
冀 
州 
牧 
韓 
馥 
か
ら
長
官
の
地
位
を
奪
い
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
き
 し
ゅ
う
 
か
ん
 ふ
く
は
そ
れ
以
降
、
息
子
の 
袁 
譚 
が
殺
さ
れ
る
建
安
十
年
（
二
〇
五
）
の
三
年
後
、
え
ん
 た
ん
建
安
十
三
年
頃
ま
で
の
話
と
考
え
ら
れ
る
。
②
河
東
─
地
名
。
戦
国
時
代
の
梁
の
地
。
山
西
の
境
内
で
は
、
山
西
の
西
境
か
ら
南
北
に
流
れ
る
黄
河
以
東
の
地
を
河
東
と
い
う
。
③
度
索
君
─
神
の
名
。『
捜
神
記
』
は
「
度
朔
君
」
に
作
る
。「
度
索
」
は
山
名
。
「
度
朔
」
に
同
じ
。
④
兗
州
蘇
氏
母
病
─
こ
の
六
字
、『
太
平
御
覧
』
八
八
二
は
「
兗
州
蘇
士
母
荘
」
（ 
兗 えん
州 
の 
蘇 
士 
の
母 
荘
な
り
）
に
、『
捜
神
記
』
は
「
有
一
士
姓
蘇
、
母
病
往
し
う
 
そ
 
し
祷
」（
一
士
の
姓 
蘇
な
る
有
り
、
母 
病 
め
ば 
往 
き
て 
祷 
る
）
九
字
に
作
る
。
や
 
ゆ
 
い
の
ま
た
、
蘇
氏
の
母
親
の
病
に
つ
い
て
、『
捜
神
記
』
に
「
士
乞
救
母
病
。
君
曰
『
卿
所
居
東
有
故
橋
、
人
壊
之
。
此
橋
所
行
、
卿
母
犯
之
。
能
復
橋
、
便
差
。』」（
士
は
母
の 
病 
を
救
は
ん
こ
と
を 
乞 
ふ
。
君
曰
く
「
卿
の
居
る
所
の
や
ま
ひ
 
こ
東
に
故
橋
有
り
、
人  
之 
を 
壊 
す
。 
此 
の
橋
の
行
く
所
、
卿
が
母 
之
を
犯
す
。
こ
れ
 
こ
は
 
こ
 
能 
く
橋
を 
復 
さ
ば
、 
便 
ち 
差 
え
ん
」
と
。）
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。「
兗
州
」
よ
 
ふ
く
 
す
な
は
 
い
は
、
州
名
。
今
の
山
東
省
。
⑤
冠
似
魚
頭
─
こ
の
四
字
以
前
の
句
、『
芸
文
類
聚
』
に
無
し
。『
初
学
記
』『
太
平
御
覧
』
九
六
八
に
「
冠
」
字
無
し
。
⑥
謂
度
索
君
曰
─
こ
の
五
字
、『
芸
文
類
聚
』
は
「
度
索
君
謂
南
海
君
曰
」（
度
索
君
南
海
君
に
謂
ひ
て
曰
く
）
八
字
に
、『
太
平
御
覧
』
八
八
二
は
「
度
索
君
曰
」（
度
索
君
曰
く
）
四
字
に
作
る
。
⑦
廬
山
─
山
名
。
江
西
省
星
子
県
の
西
北
、
九
江
県
の
南
。
古
く
は
南
障
山
と
先　　坊　　幸　　子 ２８１
二
七
い
っ
た
。
風
景
は
澄
み
き
っ
て
美
し
く
、
気
候
が
温
和
で
、
避
暑
地
と
さ
れ
る
。
山
中
に
は
様
々
な
名
勝
の
地
が
あ
る
。「
廬
」
字
、『
太
平
御
覧
』
八
八
二
は
「
慮
」
に
作
る
。
⑧
日
月
易
得
─
以
降
の
句
、『
芸
文
類
聚
』
に
無
し
。
⑨
南
海
君
─
南
海
の
神
の
名
。
　 
華 
歆 
く
わ
 き
ん
１９
華
歆
為
①
諸
生
時
、
嘗
宿
人
門
外
。
主
人
婦
夜
産
。
有
頃
、
両
吏
詣
門
、 
便 
辟
②
 
③
易
卻
、
相
謂
曰
「
公
在
此
。」 
躊 
躇
良
久
、
一
吏
曰
「
籍
当
定
。
奈
何
得
住
。」
④
乃
前
歆
拝
、
相
将
入
。
出
並
行
、
共
語
曰
「
当
与
幾
歳
。」
一
人
曰
「
当
三
歳
。」 
天 
明
、
歆
去
。 
後 
欲
験
其
事
、
至
三
歳
、
故
往
問
児
消
息
、
果
已
死
。
⑤
 
⑥
歆
乃
自
知
当
為
公
。
⑦
 
後
果
為
太
尉
。
⑧
華くわ
歆  
諸 
生 
為 
り
し
時
、 
嘗 
て 
人 
の 
門 
外 
に
宿
る
。
主
人
の
婦 
夜
に
産
む
。
き
ん
 
し
よ
 せ
い
 た
 
か
つ
 
ひ
と
 
も
ん
 ぐ
わ
い
頃
く
有
り
て
、 
両 
吏 
門
に 
詣 
る
や
、 
便 
ち 
辟 
易 
し
て 
卻 
き
、 
相 
ひ 
謂 
ひ
て
し
ば
ら
 
り
や
う
 り
 
い
た
 
す
な
は
 
へ
き
 え
き
 
し
り
ぞ
 
あ
 
い
曰
く
「 
公  
此 
に 
在 
り
」
と
。 
躊 
躇 
す
る
こ
と 
良 
や
久
し
く
し
、 
一 
吏 
曰
く
「 
籍 
い
は
 
こ
う
 
こ
こ
 
あ
 
ち
う
 ち
よ
 
や
 
い
ち
 り
 
せ
き
当
に
定
む
べ
し
。
ま
さ
 
奈
何
い
か
ん
ぞ
住
ま
る
を
得
ん
や
」
と
。 
乃 
ち 
歆 
に 
前 
み
て 
拝 
し
、
と
ど
 
す
な
は
 
き
ん
 
す
す
 
は
い
相
ひ
将
き
て
入
る
。 
出
で
て
並
び
行
き
、 
共
に
語
り
て
曰
く
「
当
に
幾
歳
を
与
あ
 
ひ
 
い
 
い
 
な
ら
 
ゆ
 
と
も
 
ま
さ
 
い
く
 さ
い
 
あ
た
ふ
べ
き
か
」
と
。
一
人
曰
く
「 
当 
に
三
歳
な
る
べ
し
」
と
。
天
明
け
、 
歆 
去
る
。
ま
さ
 
き
ん
後
に
其
の
事
を
験
さ
ん
と
欲
し
、
三
歳
に
至
り
、 
故 
に 
往 
き
て 
児 
の 
消 
息 
を
の
ち
 
そ
 
こ
と
 
た
め
 
こ
と
さ
ら
 
ゆ
 
じ
 
せ
う
 そ
く
問
ふ
に
、 
果 
た
し
て 
已 
に
死
す
。 
歆 
　 
乃 
ち 
自 
ら 
当 
に
公
と 
為 
る
べ
き
を
知
は
 
す
で
 
き
ん
 
す
な
は
 
み
づ
か
 
ま
さ
 
な
る
。 
後 
果 
た
し
て 
太 
尉 
と
為
る
。
の
ち
 
は
 
た
い
 ゐ
【
通
釈
】
　
華
歆
が
諸
生
だ
っ
た
頃
、
或
る
人
の
門
の
外
に
宿
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
か
 き
ん
こ
の
主
人
の
妻
が
夜
に
出
産
し
た
。
暫
く
し
て
、
二
人
の
役
人
が
門
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た
が
、
進
み
か
ね
て
退
き
、
こ
う
言
い
合
っ
て
い
た
「
公
が
此
処
に
い
る
ぞ
」
と
。
暫
く
の
あ
い
だ
躊
躇
し
て
い
た
が
、
片
方
の
役
人
が
「
籍
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
止
ま
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
歆
の
も
と
へ
進
ん
で
挨
拶
し
、
連
れ
立
っ
て
入
っ
て
行
っ
た
。
出
て
来
て
並
ん
で
歩
き
、
共
に
語
っ
て
言
う
に
は
「
何
歳
の
寿
命
を
与
え
る
べ
き
か
」
と
。
一
人
が
言
っ
た
「
三
歳
の
寿
命
を
与
え
よ
う
」
と
。
夜
が
明
け
、
歆
は
去
っ
た
。
後
に
そ
の
事
を
確
か
め
た
い
と
思
い
、
三
年
が
経
つ
と
、
わ
ざ
わ
ざ
出
掛
け
て
い
っ
て
子
供
の
消
息
を
尋
ね
た
が
、
果
た
し
て 
已 
に
亡
く
な
っ
す
で
て
い
た
。
歆
は
そ
れ
で
自
ら
が
公
と
な
る
運
命
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
後
果
た
し
て 
太 
尉 
に
な
っ
た
。
た
い
 い
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
三
国
志
』
巻
一
三
・
華
歆
伝
注
、『
太
平
御
覧
』
三
六
一
お
よ
び
四
六
七
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
後
記
』
巻
三
（『
太
平
御
覧
』
三
六
一
引
『
列
異
伝
』
に
「
續
捜
神
記
同
」
と
付
す
）
に
見
え
る
。
ま
た
『
三
国
志
』
巻
一
三
・
華
歆
伝
の
注
に
引
く
『
晋
陽
秋
』、『
晋
書
』
巻
四
一
・
魏
舒
伝
、『
捜
神
記
』
巻
九
に
同
様
の
話
が
あ
る
。
平
原
華
歆
、
字
子
魚
。
為
諸
生
時
、
常
宿
人
門
外
。
主
人
婦
夜
産
。
有
頃
、
両
吏
来
詣
其
門
、
便
相
向
辟
易
、
欲
退
。
却
相
謂
曰
「
公
在
此
。」
因
踟
蹰
良
久
、
一
吏
曰
「
籍
当
定
。
奈
何
得
住
。」
乃
前
向
子
魚
拝
、
相
将
入
。
出
並
行
、
共
語
曰
「
当
与
幾
歳
。」
一
人
云
「
当
与
三
歳
。」
天
明
、
子
魚
去
。
後
欲
験
其
事
、
至
三
歳
、
故
往
視
児
消
息
、
果
三
歳
已
死
。
乃
自
喜
曰
「
我
固
当
公
。」
後
果
為
太
尉
。（『
捜
神
後
記
』
巻
三
）
 
平 
原 
の 
華 
歆 
、 
字 
は 
子 
魚 
。
諸
生 
為 
り
し
時
、 
常 
て
人
の
門
外
に
宿
る
。
主
人
へ
い
げ
ん
く
わ
き
ん
あ
ざ
な
し
ぎ
よ
た
か
つ
の
婦 
夜
に
産
む
。 
頃 
く
有
り
て
、 
両 
吏 
来 
り
て
其
の
門
に 
詣 
り
、 
便 
ち 
相 
ひ
し
ば
ら
 
り
や
う
 り
 き
た
 
い
た
 
す
な
は
 
あ
向
か
ひ
て 
辟 
易 
し
、
退
か
ん
と
欲
す
。 
却 
り
て 
相 
ひ 
謂 
ひ
て
曰
く
「
公  
此 
に 
在 
へ
き
え
き
か
へ
あ
い
こ
こ
あ
中国六朝古小説訳注『列異伝』（三）２８０
二
八
り
」
と
。 
因 
り
て 
踟 
蹰 
す
る
こ
と 
良 
や
久
し
く
し
、
一
吏
曰
く
「 
籍  
当 
に
定
む
よ
 
ち
 ち
ゆ
う
 
や
 
せ
き
 
ま
さ
べ
し
。 
奈
何
い
か
ん
ぞ 
住
ま
る
を
得
ん
や
」
と
。 
乃 
ち 
前 
み
て
子
魚
に
向
か
ひ
て 
拝 
し
、
と
ど
 
す
な
は
 
す
す
 
は
い
 
相
ひ 
将
き
て
入 
る
。 
出
で
て
並 
び
行 
き
、 
共 
に
語
り
て
曰
く
「 
当 
に
幾
歳
を
与
ふ
あ
 
ひ
 
い
 
い
 
な
ら
 
ゆ
 
と
も
 
ま
さ
べ
き
か
」
と
。
一
人 
云 
ふ
「 
当 
に
三
歳
を 
与 
ふ
べ
し
」
と
。
天
明
け
、
子
魚
去
る
。
い
 
ま
さ
 
あ
た
 
後
に 
其 
の
事
を 
験 
さ
ん
と
欲
し
、
三
歳
に
至
り
、 
故 
に 
往 
き
て
児
の
消
息
を 
視 
の
ち
 
そ
 
た
め
 
こ
と
さ
ら
 
ゆ
 
み
る
に
、 
果 
た
し
て
三
歳
に
し
て 
已 
に
死
す
。 
乃 
ち 
自 
ら
喜
び
て 
曰 
く
「
我  
固 
よ
は
 
す
で
 
す
な
は
 
み
づ
か
 
い
は
 
も
と
り
当 
に
公
た
る
べ
し
」
と
。 
後  
果 
た
し
て 
太 
尉 
と 
為 
る
。
ま
さ
 
の
ち
 
は
 
た
い
 ゐ
 
な
魏
舒
、
字
陽
元
、
任
城
樊
人
也
。
少
孤
。
嘗
詣
野
王
、
主
人
妻
夜
産
。
俄
而
聞
車
馬
之
声
。
相
問
曰
「
男
也
、
女
也
。」
曰
「
男
。」「
書
之
、
十
五
以
兵
死
。」
復
問
「
寝
者
為
誰
。」
曰
「
魏
公
。」
舒
後
十
五
載
、
詣
主
人
、
問
所
生
児
何
在
。
曰
「
因
条
桑
、
為
斧
傷
而
死
。」
舒
自
知
当
為
公
矣
。（『
捜
神
記
』
巻
九
・「 
魏 ぎ
舒 
」）
じ
よ
 
魏
舒 
、
字
は
陽
元
、
任
城
・ 
樊 
の
人
な
り
。 
少 
く
し
て
孤
と
な
る
。
嘗
て
野
王
に
ぎ
 じ
よ
 
は
ん
 
わ
か
至
る
に
、
主
人
の
妻 
夜
に
産
す
。 
俄 
に
し
て
車
馬
の
声
を
聞
く
。
相
問
ひ
て
曰
に
は
か
く
「
男
な
る
か
、
女
な
る
か
」
と
。
曰
く
「
男
な
り
」
と
。「
之
に
書
す
る
に
、
十
五
に
し
て
兵
を
以
て
死
す
」
と
。
復
た
問
ふ
「
寝
ね
た
る
者
は
誰
と
為
す
」
と
。
曰
く
「
魏
公
な
り
」
と
。
舒
は 
後 
十
五
載
、
主
人
に 
詣 
り
、
生
ま
る
る
所
の
児 
の
ち
い
た
 
何
く
に
か
在
る
と
問
ふ
。
曰
く
「
桑
を
条
す
る
に
因
り
て
、
斧
の
傷
の
為
に
死
す
」
い
づと
。
舒
は
自
ら
当
に
公
と
為
る
べ
き
を
知
る
。
①
華
歆
─
三
国
・
魏
の
高
唐
の
人
。
字
は
子
魚
。
封
は
博
陵
侯
。
諡
は
敬
。
若
い
頃
に
邴
原
・
管
寧
と
遊
学
し
、
一
龍
（
歆
は
龍
頭
、
寧
は
龍
腹
、
原
は
龍
へ
い
 げ
ん
尾
）
と
呼
ば
れ
た
。
漢
末
に
孝
廉
（
漢
代
、
朝
廷
が
各
郡
に
推
挙
さ
せ
た
人
こ
う
 れ
ん
物
の
徳
目
の
一
）
に
推
挙
さ
れ
て
郎
中
と
な
り
、
後
に
豫
章
太
守
に
任
命
さ
れ
、
公
正
な
政
治
を
行
っ
た
。
魏
の
文
帝
（ 
曹 
丕 
）
の
時
、
宰
相
に
任
命
さ
そ
う
 ひ
れ
、
明
帝
の
時
に
太
尉
に
転
じ
、
太
和
年
間
に
亡
く
な
っ
た
。（『
三
国
志
』
十
三
）
②
諸
生
─
在
学
の
士
。
学
官
の
弟
子
を
い
う
。
③
便
辟
易
卻
─
こ
の
四
字
、『
太
平
御
覧
』
三
六
一
は
「
便
相
向
僻
易
、
欲
退
」
（ 
便 
ち 
相 
ひ
向
か
ひ
て 
僻 
易 
し
、
退
か
ん
と
欲
す
）
七
字
に
、
四
六
七
は
「
便
す
な
は
 
あ
 
へ
き
 え
き
辟
易
却
」（ 
便 
ち
辟
易
し
て
却 
く
）
四
字
に
、『
捜
神
後
記
』
は
「
便
相
向
す
な
は
 
へ
き
 え
き
 
し
り
ぞ
辟
易
、
欲
退
、
却
」（ 
便 
ち
相
ひ
向
か
ひ
て
辟
易
し
、
退
か
ん
と
欲
し
、 
却
す
な
は
 
あ
 
へ
き
 え
き
 
か
へ
り
て
）
八
字
に
作
る
。
④
躊
躇
─
こ
の
二
字
、『
捜
神
後
記
』
及
び
『
太
平
御
覧
』
三
六
一
は
「 
踟 
蹰 
」
ち
 ち
ゅ
に
、
四
六
七
は
「
躊 
蹰 
」
に
作
る
。
ち
ゅ
う
 ち
ゅ
う
⑤
天
明
、
歆
去
─
こ
の
四
字
、『
太
平
御
覧
』
に
無
し
。
⑥
後
欲
験
其
事
、
至
三
歳
、
故
往
問
児
消
息
、
果
已
死
─
こ
の
十
七
字
、『
太
平
御
覧
』
三
六
一
は
「
子
魚
後
故
往
視
之
、
児
果
年
三
歳
已
死
」（
子
魚  
後 のち
に
故 
に
往
き
て
之
を
視
る
に
、
児 
果 
た
し
て
年
三
歳
に
し
て 
已 
に
死
す
）
こ
と
さ
ら
 
ゆ
 
み
 
は
 
す
で
十
四
字
に
、
四
六
七
は
「
子
魚
後
故
往
視
之
、
児
果
已
死
」（
子
魚  
後 
に
の
ち
 
故 
に 
往 
き
て
之
を 
視 
る
に
、
児  
果 
た
し
て 
已 
に
死
す
）
十
一
字
に
、『
捜
こ
と
さ
ら
 
ゆ
 
み
 
は
 
す
で
神
後
記
』
は
「
後
欲
験
其
事
、
至
三
歳
、
故
往
視
児
消
息
、
果
三
歳
已
死
」
（ 
後 
に 
其 
の
事
を 
験 
さ
ん
と
欲
し
、
三
歳
に
至
り
、 
故 
に 
往 
き
て
児
の 
消 
息 
の
ち
 
そ
 
た
め
 
こ
と
さ
ら
 
ゆ
 
せ
う
 そ
く
を
視
る
に
、 
果
た
し
て
三
歳
に
し
て 
已 
に
死
す
）
十
九
字
に
作
る
。
み
 
は
 
す
で
⑦
歆
乃
自
知
当
為
公
─
こ
の
七
字
、『
捜
神
後
記
』
及
び
『
太
平
御
覧
』
三
六
一
は
「
乃
自
喜
曰
、
我
固
当
公
」（ 
乃 
ち 
自 
ら
喜
び
て 
曰 
く
、
我  
固 
よ
り 
当 
す
な
は
 
み
づ
か
 
い
は
 
も
と
 
ま
さ
に
公
た
る
べ
し
と
）
に
、『
太
平
御
覧
』
四
六
七
は
「
子
魚
喜
曰
、
我
固
当
公
」
（
子
魚
喜
び
て 
曰 
く
、
我  
固 
よ
り 
当 
に
公
と
な
る
べ
し
と
）
に
作
る
。
い
は
 
も
と
 
ま
さ
⑧
後
果
為
太
尉
─
こ
の
五
字
、『
三
国
志
』
に
無
し
。「
太
尉
」
は
、
官
名
。
今
の
防
衛
大
臣
、
国
防
大
臣
な
ど
に
相
当
す
る
。
先　　坊　　幸　　子 ２７９
二
九
　
蒋
済
亡
児
（ 
蒋 
済 
の
亡
児
）
し
や
う
 せ
い
２０
蒋
済
為
①
 
領 
軍
。
其
妻
夢
見
亡
児
涕
泣
曰
「
死
生
異
路
。
我
生
時
為 
卿 
相
子
②
 
③
孫
、
今
在
地
下
為
泰
山
伍
伯
。
憔
悴
困
辱
、
不
可
復
言
。
今 
太 
廟
西 
謳 
士
孫
④
 
⑤
 
⑥
 
⑦
阿
、
今
見
召
為
泰
山
令
。 
願 
母
為
白
侯
属
阿
、
令
転
我
得
楽
処
。」
言
訖
、
母
⑧
忽
然
驚
寤
。
明
日
以
白
済
、
済
曰
「 
夢 
為
爾
耳
、
不
足
怪
也
。」
明
日
莫
、
復
⑨
夢
曰
「
我
来
迎
新
君
、
止
在
廟
下
。
未
発
之
頃
、
暫
得
来
帰
。
新
君
明
日
、
日
中
当
発
。
臨
発
多
事
、 
不
復
得
帰
。
永
辞
於
此
。 
侯 
気
彊
、
難
感
悟
、
故
⑩
 
⑪
自
訴
於
母
。
願
重
啓
侯
、 
何 
惜
不
一
試
験
也
。」
遂
道
阿
之
形
状
、
言
甚
備
⑫
悉
。
天
明
、
母
重
啓
侯 
曰 
「
昨
又
夢
如
此
。
雖
云
夢
不
足
怪
、 
此 
何
太
適
適
。
⑬
 
⑭
亦
何
惜
不
一
験
之
。」
済
乃
遣
人
詣
太
廟
下
推
問
孫
阿
、
果
得
之
。
形
状 
證 ⑮
験
、
悉
如
児
言
。
済
涕
泣
曰
「
幾
負
吾
児
。」
于
是
乃
見
孫
阿
、
具
語
其
事
。
阿
不
懼
当
死
、
而
喜
得
為
泰
山
令
、
惟
恐
済
言
不
信
也
。
曰
「
若
如 
節 
下
言
、
⑯
阿
之
願
也
。
不
知
賢
子
欲
得
何
職
。」
済
曰
「
随
地
下
楽
者
与
之
。」 
阿 
曰
⑰
「
輒
当
奉
教
。」
乃
厚
賞
之
。
言
訖
、
遣
還
。
済
欲
速
知
其
験
、
従
領
軍
門
至
廟
下
、
十
歩
安
一
人
、
以
伝
阿
消
息
。
辰
時
伝
阿
心
痛
、 
巳 
時
伝
阿
劇
、
日
⑱
中
伝
阿
亡
。
済
泣
曰
「
雖
哀
吾
児
之
不
幸
、
且
喜
亡
者
有
知
。」
後
月
余
、 
児 ⑲
復
来
、
語
母
曰
「
已
得
転
為
録
事
矣
。」
⑳
蒋しや
う 
済 
　
領 
軍 
と 
為 
る
。
其 
の
妻 
夢
に 
亡 
児 
を
見
る
に
、 
涕 
泣 
し
て 
曰 
く
「
死
せ
い
 
り
や
う
 ぐ
ん
 
な
 
そ
 
ば
う
 じ
 
て
い
 き
ふ
 
い
は
生 
路 
を 
異 
に
す
。
我 
生
時
は 
卿 
相 
の
子
孫 
為 
る
も
、
今
は
地
下
に
在
り
て 
泰 
み
ち
 
こ
と
 
け
い
 し
や
う
 
た
 
た
い
山
の
伍
伯 
為 
り
。
憔
悴 
困
辱
す
る
こ
と
、 
復 
た
言
ふ 
可 
か
ら
ず
。
今  
太 
廟 
の
ざ
ん
 
た
 
ま
 
べ
 
た
い
 べ
う
西
の 
謳 
士 
孫
阿
、
今 
召
さ
れ
て 
泰 
山 
の 
令 
と 
為 
る
。 
願 
は
く
は
母  
為 
に 
侯 
に
お
う
 し
 
た
い
 ざ
ん
 
れ
い
 
な
 
ね
が
 
た
め
 
こ
う
白
し
て
阿
に
属
み
、
我
を 
転 
じ
て 
楽 
処 
を 
得 
令 
め
よ
」
と
。
言
ひ 
訖 
り
、
母 
忽
ま
う
 
た
の
 
て
ん
 
ら
く
 し
よ
 
え
 
し
 
を
は
 
こ
つ
然
と
し
て
驚 
き 
寤 
む
。
明
日 
以
て
済
に 
白 
す
に
、
済 
曰 
く
「
夢 
為 
る 
爾 
耳 
、
ぜ
ん
 
お
ど
ろ
 
さ
 
ま
う
 
い
は
 
た
 
の
 
み
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
明
日
の 
莫 
れ
、 
復 
た
夢
に
曰
く
「
我  
来 
り
て
た
 
く
 
ま
 
き
た
新
君
を
迎
へ
、 
止
ま
り
て
廟
下
に
在
り
。 
未
だ
発
た
ざ
る
の
頃
な
れ
ば
、
暫
く
と
ど
 
べ
う
 か
 
あ
 
い
ま
 
た
 
来 
帰 
す
る
を
得
た
り
。
新
君
は
明
日
、 
日 
　 
中 
す
れ
ば 
当 
に 
発 
つ
べ
し
。 
発 
つ
ら
い
 き
 
ひ
 
ち
ゆ
う
 
ま
さ
 
た
 
た
に
臨 
み
て
事 
多 
け
れ
ば
、 
復 
た 
帰 
る
を
得
ず
。 
永 
く 
此 
に
辞
さ
ん
。
侯
の
気  
彊 
の
ぞ
 
お
ほ
 
ま
 
か
へ
 
な
が
 
こ
こ
 
つ
よ
く
、 
感
悟
し
難
け
れ
ば
、 
故
に
自 
ら
母
に 
訴 
ふ
。
願
は
く
は
重
ね
て
侯
に
啓
か
ん
 ご
 
が
た
 
ゆ
ゑ
 
み
づ
か
 
う
つ
た
 
ま
う
せ
、
何
ぞ
惜
し
み
て 
一 
た
び 
試 
験 
さ
ざ
る
や
」
と
。 
遂 
に
阿
の
形
状
を 
道 
ふ
に
、
ひ
と
 
た
 
め
 
つ
ひ
 
い
言
　 
甚 
だ 
備 
悉 
な
り
。
天 
明 
け
、
母 
重
ね
て
侯
に 
啓 
し
て
曰
く
「 
昨 
　 又 
た
夢
は
な
は
 
び
 し
つ
 
あ
 
ま
う
 
き
の
ふ
 
ま
に
此 
く
の 
如 
く
あ
り
。
夢
は
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
と 
云 
ふ
と 
雖 
も
、 
此 
れ
何
ぞ
か
 
ご
と
 
い
 
い
へ
ど
 
こ
 
太 
だ 
適 
適 
た
る
。 
亦 
た
何
ぞ
惜
し
み
て 
一 
た
び 
之 
を 
験 
さ
ざ
る
」
と
。
済
　 
乃 
は
な
は
 
て
き
 て
き
 
ま
 
ひ
と
 
こ
れ
 
た
め
 
す
な
は
ち
人
を
し
て
太
廟
の
下
に
詣
ら
遣
め
、
孫
阿
を
推
問
す
る
に
、 
果
た
し
て
之
を
た
い
 べ
う
 
も
と
 
い
た
 
し
 
は
 
こ
れ
得
た
り
。
形
状
　 
證 
験 
あ
り
、 
悉 
く
児
の
言
の 
如 
し
。
済 
涕
泣
し
て
曰
く
し
よ
う
 け
ん
 
こ
と
ご
と
 
ご
と
「 
幾 
ふ
く 
吾 
が
児
に 
負 
か
ん
と
す
」
と
。 
是 
に 
于 
て 
乃 
ち
孫
阿
に 
見 
ひ
、 
具 
に
あ
や
 
わ
 
そ
む
 
こ
こ
 
お
い
 
す
な
は
 
あ
 
つ
ぶ
さ
 
其 
の
事
を
語
る
。
阿  
当 
に
死
す
べ
き
を 
懼 
れ
ず
し
て
、
泰
山
の
令
と 
為 
る
を
得
そ
 
ま
さ
 
お
そ
 
な
る
を
喜
び
、 
惟
だ
済
の
言
の 
信 
な
ら
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。
曰
く
「 
若 
し 
節 
下 
た
 
し
ん
 
も
 
せ
つ
 か
の
言
の 
如 
く
ん
ば
、
阿
の
願
ひ
な
り
。
賢
子  
何 
れ
の
職
を 
得 
ん
と
欲
す
る
か
を
ご
と
 
い
づ
 
え
知
ら
ず
」
と
。
済
曰
く
「
地
下
の 
楽 
な
る
者
に 
随 
ひ
て
之
を 
与 
へ
よ
」
と
。
ら
く
 
し
た
が
 
あ
た
阿
曰
く
「
輒 
ち 
当 
に 
教 
へ
を
奉
ず
べ
し
」
と
。
乃 
ち
厚
く
之
に
賞
る
。
言
ひ
す
な
は
 
ま
さ
 
を
し
 
す
な
は
 
お
く
 
訖 
り
て
、 
還 
ら 
遣 
む
。
済  
速 
や
か
に 
其 
の
験
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
領
軍
の
門 
従 
を
は
 
か
へ
 
し
 
す
み
 
そ
 
よ
り
廟
下
に
至
る
ま
で
、
十
歩
に
一
人
を 
安 
き
、 
以 
て
阿
の
消
息
を 
伝 
へ
し
む
。
お
 
も
つ
 
つ
た
辰
の
時 
阿
の 
心 
の
痛
む
を
伝
へ
、
巳
の
時 
阿
の 
劇 
す
る
を
伝
へ
、
日 
中
し
て
し
ん
 
げ
き
阿
の 
亡 
す
る
を
伝
ふ
。
済 
泣
き
て
曰
く
「 
吾 
が
児
の
不
幸
を
哀
し
む
と 
雖 
も
、
し
 
わ
 
い
へ
ど
 
且 
つ
亡
者
に 
知 
有
る
を
喜
ぶ
」
と
。 
後  
月 
余 
に
し
て
、
児  
復 
た 
来 
り
、
母
に
か
 
ち
 
の
ち
 
げ
つ
 よ
 
ま
 
き
た
語
り
て
曰
く
「
已
に
転
じ
て 
録 
事 
と 
為 
る
を
得
た
り
」
と
。
す
で
 
て
ん
 
ろ
く
 じ
 
な
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③
孫
、
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。
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困
辱
、
不
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⑤
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⑦
阿
、
今
見
召
為
泰
山
令
。 
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母
為
白
侯
属
阿
、
令
転
我
得
楽
処
。」
言
訖
、
母
⑧
忽
然
驚
寤
。
明
日
以
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済
、
済
曰
「 
夢 
為
爾
耳
、
不
足
怪
也
。」
明
日
莫
、
復
⑨
夢
曰
「
我
来
迎
新
君
、
止
在
廟
下
。
未
発
之
頃
、
暫
得
来
帰
。
新
君
明
日
、
日
中
当
発
。
臨
発
多
事
、 
不
復
得
帰
。
永
辞
於
此
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侯 
気
彊
、
難
感
悟
、
故
⑩
 
⑪
自
訴
於
母
。
願
重
啓
侯
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何 
惜
不
一
試
験
也
。」
遂
道
阿
之
形
状
、
言
甚
備
⑫
悉
。
天
明
、
母
重
啓
侯 
曰 
「
昨
又
夢
如
此
。
雖
云
夢
不
足
怪
、 
此 
何
太
適
適
。
⑬
 
⑭
亦
何
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不
一
験
之
。」
済
乃
遣
人
詣
太
廟
下
推
問
孫
阿
、
果
得
之
。
形
状 
證 ⑮
験
、
悉
如
児
言
。
済
涕
泣
曰
「
幾
負
吾
児
。」
于
是
乃
見
孫
阿
、
具
語
其
事
。
阿
不
懼
当
死
、
而
喜
得
為
泰
山
令
、
惟
恐
済
言
不
信
也
。
曰
「
若
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下
言
、
⑯
阿
之
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也
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不
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子
欲
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何
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。」
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随
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下
楽
者
与
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。」 
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⑰
「
輒
当
奉
教
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乃
厚
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之
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言
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、
遣
還
。
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欲
速
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其
験
、
従
領
軍
門
至
廟
下
、
十
歩
安
一
人
、
以
伝
阿
消
息
。
辰
時
伝
阿
心
痛
、 
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時
伝
阿
劇
、
日
⑱
中
伝
阿
亡
。
済
泣
曰
「
雖
哀
吾
児
之
不
幸
、
且
喜
亡
者
有
知
。」
後
月
余
、 
児 ⑲
復
来
、
語
母
曰
「
已
得
転
為
録
事
矣
。」
⑳
蒋しや
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領 
軍 
と 
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る
。
其 
の
妻 
夢
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亡 
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を
見
る
に
、 
涕 
泣 
し
て 
曰 
く
「
死
せ
い
 
り
や
う
 ぐ
ん
 
な
 
そ
 
ば
う
 じ
 
て
い
 き
ふ
 
い
は
生 
路 
を 
異 
に
す
。
我 
生
時
は 
卿 
相 
の
子
孫 
為 
る
も
、
今
は
地
下
に
在
り
て 
泰 
み
ち
 
こ
と
 
け
い
 し
や
う
 
た
 
た
い
山
の
伍
伯 
為 
り
。
憔
悴 
困
辱
す
る
こ
と
、 
復 
た
言
ふ 
可 
か
ら
ず
。
今  
太 
廟 
の
ざ
ん
 
た
 
ま
 
べ
 
た
い
 べ
う
西
の 
謳 
士 
孫
阿
、
今 
召
さ
れ
て 
泰 
山 
の 
令 
と 
為 
る
。 
願 
は
く
は
母  
為 
に 
侯 
に
お
う
 し
 
た
い
 ざ
ん
 
れ
い
 
な
 
ね
が
 
た
め
 
こ
う
白
し
て
阿
に
属
み
、
我
を 
転 
じ
て 
楽 
処 
を 
得 
令 
め
よ
」
と
。
言
ひ 
訖 
り
、
母 
忽
ま
う
 
た
の
 
て
ん
 
ら
く
 し
よ
 
え
 
し
 
を
は
 
こ
つ
然
と
し
て
驚 
き 
寤 
む
。
明
日 
以
て
済
に 
白 
す
に
、
済 
曰 
く
「
夢 
為 
る 
爾 
耳 
、
ぜ
ん
 
お
ど
ろ
 
さ
 
ま
う
 
い
は
 
た
 
の
 
み
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
明
日
の 
莫 
れ
、 
復 
た
夢
に
曰
く
「
我  
来 
り
て
た
 
く
 
ま
 
き
た
新
君
を
迎
へ
、 
止
ま
り
て
廟
下
に
在
り
。 
未
だ
発
た
ざ
る
の
頃
な
れ
ば
、
暫
く
と
ど
 
べ
う
 か
 
あ
 
い
ま
 
た
 
来 
帰 
す
る
を
得
た
り
。
新
君
は
明
日
、 
日 
　 
中 
す
れ
ば 
当 
に 
発 
つ
べ
し
。 
発 
つ
ら
い
 き
 
ひ
 
ち
ゆ
う
 
ま
さ
 
た
 
た
に
臨 
み
て
事 
多 
け
れ
ば
、 
復 
た 
帰 
る
を
得
ず
。 
永 
く 
此 
に
辞
さ
ん
。
侯
の
気  
彊 
の
ぞ
 
お
ほ
 
ま
 
か
へ
 
な
が
 
こ
こ
 
つ
よ
く
、 
感
悟
し
難
け
れ
ば
、 
故
に
自 
ら
母
に 
訴 
ふ
。
願
は
く
は
重
ね
て
侯
に
啓
か
ん
 ご
 
が
た
 
ゆ
ゑ
 
み
づ
か
 
う
つ
た
 
ま
う
せ
、
何
ぞ
惜
し
み
て 
一 
た
び 
試 
験 
さ
ざ
る
や
」
と
。 
遂 
に
阿
の
形
状
を 
道 
ふ
に
、
ひ
と
 
た
 
め
 
つ
ひ
 
い
言
　 
甚 
だ 
備 
悉 
な
り
。
天 
明 
け
、
母 
重
ね
て
侯
に 
啓 
し
て
曰
く
「 
昨 
　 又 
た
夢
は
な
は
 
び
 し
つ
 
あ
 
ま
う
 
き
の
ふ
 
ま
に
此 
く
の 
如 
く
あ
り
。
夢
は
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
と 
云 
ふ
と 
雖 
も
、 
此 
れ
何
ぞ
か
 
ご
と
 
い
 
い
へ
ど
 
こ
 
太 
だ 
適 
適 
た
る
。 
亦 
た
何
ぞ
惜
し
み
て 
一 
た
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之 
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さ
ざ
る
」
と
。
済
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は
な
は
 
て
き
 て
き
 
ま
 
ひ
と
 
こ
れ
 
た
め
 
す
な
は
ち
人
を
し
て
太
廟
の
下
に
詣
ら
遣
め
、
孫
阿
を
推
問
す
る
に
、 
果
た
し
て
之
を
た
い
 べ
う
 
も
と
 
い
た
 
し
 
は
 
こ
れ
得
た
り
。
形
状
　 
證 
験 
あ
り
、 
悉 
く
児
の
言
の 
如 
し
。
済 
涕
泣
し
て
曰
く
し
よ
う
 け
ん
 
こ
と
ご
と
 
ご
と
「 
幾 
ふ
く 
吾 
が
児
に 
負 
か
ん
と
す
」
と
。 
是 
に 
于 
て 
乃 
ち
孫
阿
に 
見 
ひ
、 
具 
に
あ
や
 
わ
 
そ
む
 
こ
こ
 
お
い
 
す
な
は
 
あ
 
つ
ぶ
さ
 
其 
の
事
を
語
る
。
阿  
当 
に
死
す
べ
き
を 
懼 
れ
ず
し
て
、
泰
山
の
令
と 
為 
る
を
得
そ
 
ま
さ
 
お
そ
 
な
る
を
喜
び
、 
惟
だ
済
の
言
の 
信 
な
ら
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。
曰
く
「 
若 
し 
節 
下 
た
 
し
ん
 
も
 
せ
つ
 か
の
言
の 
如 
く
ん
ば
、
阿
の
願
ひ
な
り
。
賢
子  
何 
れ
の
職
を 
得 
ん
と
欲
す
る
か
を
ご
と
 
い
づ
 
え
知
ら
ず
」
と
。
済
曰
く
「
地
下
の 
楽 
な
る
者
に 
随 
ひ
て
之
を 
与 
へ
よ
」
と
。
ら
く
 
し
た
が
 
あ
た
阿
曰
く
「
輒 
ち 
当 
に 
教 
へ
を
奉
ず
べ
し
」
と
。
乃 
ち
厚
く
之
に
賞
る
。
言
ひ
す
な
は
 
ま
さ
 
を
し
 
す
な
は
 
お
く
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り
て
、 
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む
。
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や
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の
験
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
領
軍
の
門 
従 
を
は
 
か
へ
 
し
 
す
み
 
そ
 
よ
り
廟
下
に
至
る
ま
で
、
十
歩
に
一
人
を 
安 
き
、 
以 
て
阿
の
消
息
を 
伝 
へ
し
む
。
お
 
も
つ
 
つ
た
辰
の
時 
阿
の 
心 
の
痛
む
を
伝
へ
、
巳
の
時 
阿
の 
劇 
す
る
を
伝
へ
、
日 
中
し
て
し
ん
 
げ
き
阿
の 
亡 
す
る
を
伝
ふ
。
済 
泣
き
て
曰
く
「 
吾 
が
児
の
不
幸
を
哀
し
む
と 
雖 
も
、
し
 
わ
 
い
へ
ど
 
且 
つ
亡
者
に 
知 
有
る
を
喜
ぶ
」
と
。 
後  
月 
余 
に
し
て
、
児  
復 
た 
来 
り
、
母
に
か
 
ち
 
の
ち
 
げ
つ
 よ
 
ま
 
き
た
語
り
て
曰
く
「
已
に
転
じ
て 
録 
事 
と 
為 
る
を
得
た
り
」
と
。
す
で
 
て
ん
 
ろ
く
 じ
 
な
中国六朝古小説訳注『列異伝』（三）２７８
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【
通
釈
】
　
蒋 
済 
は 
領 
軍
に
な
っ
た
。
そ
の
妻
が
夢
で
死
ん
だ
息
子
を
見
た
が
、
涙
を
し
ょ
う
 せ
い
 
り
ょ
う
 ぐ
ん
流
し
て
言
う
に
は
「
死
者
と
生
者
と
で
は
世
界
が
異
な
る
も
の
で
す
。
私
は
生
き
て
い
た
時
に
は
大
臣
の
息
子
で
し
た
が
、
今
は
冥
土
に
あ
っ
て 
泰 
山 
の
下
役
た
い
 ざ
ん
人
を
し
て
い
ま
す
。
痩
せ
衰
え
て
苦
し
み
、
言
い
よ
う
の
な
い
程
で
す
。
い
ま
太
廟 
の
西
に
住
む 
謳 
士 
の
孫
阿
と
言
う
人
が
、
召
し
出
さ
れ
て 
泰 
山 
の
長
官
と
た
い
 び
ょ
う
 
お
う
 し
 
た
い
 ざ
ん
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
母
上
か
ら
父
上
に
話
し
て
い
た
だ
い
て
阿
に
頼
み
、
私
を
楽
な
役
目
に
転
任
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
。
言
い
終
わ
る
と
、
母
親
は
ハ
ッ
と
し
て
目
が
覚
め
た
。
翌
日
に
な
っ
て
済
に
話
し
た
の
だ
が
、
済
は
「
た
だ
の
夢
だ
、
気
に
す
る
必
要
は
無
い
」
と
言
う
。
翌
日
の
暮
れ
、
ま
た
夢
に
息
子
が
現
れ
て
「
私
は
新
任
の
長
官
を
迎
え
に
来
て
、
廟
の
側
に
泊
ま
っ
て
い
ま
す
。
出
発
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し
の
あ
い
だ
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
新
任
の
長
官
は
明
日
、
昼
に
は
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
発
に
臨
ん
で
仕
事
も
多
い
も
の
で
す
か
ら
、
二
度
と
帰
っ
て
来
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
永
の
お
別
れ
で
す
。
父
上
は
頑
固
な
方
で
、
お
心
を
動
か
す
の
が
難
し
い
の
で
、
そ
れ
で
私
は
母
上
に
お
願
い
し
た
の
で
す
。
ど
う
か
も
う
一
度
父
上
に
仰
っ
て
下
さ
い
、
今
ひ
と
た
び
試
す
手
間
を
惜
し
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
う
し
て
阿
の
姿
形
を
話
し
た
が
、
そ
の
説
明
は
と
て
も
詳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
夜
が
明
け
、
母
親
は
父
親
に
重
ね
て
告
げ
た
「
夕
べ
ま
た
こ
の
よ
う
な
夢
を
見
ま
し
た
。
夢
な
ど
気
に
す
る
必
要
は
な
い
と
仰
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
辻
褄
が
合
う
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
ど
う
し
て
一
度
試
す
手
間
を
惜
し
む
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
。
そ
こ
で
や
っ
と
済
は
部
下
を
太
廟
の
方
ま
で
行
か
せ
、
孫
阿
に
つ
い
て
調
べ
訪
ね
さ
せ
た
が
、
果
た
し
て
見
つ
か
っ
た
。
姿
形
に
特
徴
が
あ
り
、
す
べ
て
息
子
の
言
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。
済
は
涙
を
流
し
て
「
あ
や
う
く
息
子
の
頼
み
を
無
下
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
孫
阿
に
会
い
、
夢
の
話
を
詳
し
く
聞
か
せ
た
。
阿
は
自
分
が
死
ぬ
運
命
に
あ
る
と
聞
い
て
も
恐
れ
ず
、
泰
山
の
長
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
喜
び
、
済
の
言
葉
が
嘘
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
を
恐
れ
る
の
だ
っ
た
。
言
う
に
は
「
本
当
に
将
軍
の
お
言
葉
通
り
で
し
た
ら
、
私
の
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
息
子
さ
ん
は
何
の
官
職
に
就
き
た
い
と
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
済
は
「
冥
土
の
楽
な
職
務
を
与
え
て
や
っ
て
ほ
し
い
の
だ
」
と
答
え
た
。
阿
は
「
そ
れ
で
は
き
っ
と
仰
る
通
り
に
致
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
阿
に
手
厚
く
礼
を
贈
っ
た
。
話
が
済
ん
で
、
阿
を
帰
ら
せ
た
。
済
は
結
果
を
早
く
知
り
た
い
と
思
い
、
領
軍
の
役
所
の
門
か
ら
太
廟
の
と
こ
ろ
ま
で
、
十
歩
ご
と
に
一
人
ず
つ
の
部
下
を
配
置
し
、
そ
う
し
て
阿
の
様
子
を
伝
え
さ
せ
た
。
午
前
八
時
ご
ろ
阿
の
胸
が
痛
み
出
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
十
時
頃
に
は
阿
の
痛
み
が
酷
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
正
午
に
な
る
と
阿
が
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
て
き
た
。
済
は
涙
を
流
し
て
「
私
の
息
子
の
不
幸
は
哀
し
い
が
、
そ
れ
で
も
死
ん
だ
者
に
も
意
識
が
あ
る
と
分
か
っ
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
月
余
り
が
経
ち
、
息
子
が
ま
た
夢
に
現
れ
、
母
親
に
「
す
で
に
転
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
録
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
報
告
し
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
三
国
志
』
巻
一
四
・
蒋
済
伝
注
、『
太
平
広
記
』
二
七
六
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
捜
神
記
』
巻
一
六
に
見
え
る
。
蒋
済
字
子
通
、
楚
国
平
阿
人
也
。
仕
魏
、
為
領
軍
将
軍
。
其
婦
夢
見
亡
児
、
涕
泣
曰
「
死
生
異
路
。
我
生
時
為
卿
相
子
孫
、
今
在
地
下
為
泰
山
伍
伯
。
憔
悴
困
苦
、
不
可
復
言
。
今
太
廟
西
謳
士
孫
阿
、
見
召
為
泰
山
令
。
願
母
為
白
侯
属
阿
、
令
転
我
得
楽
処
。」
言
訖
、
母
忽
然
驚
寤
。
明
日
以
白
済
、
済
曰
「
夢
為
虚
先　　坊　　幸　　子 ２７７
三
一
耳
、
不
足
怪
也
。」
日
暮
、
復
夢
曰
「
我
来
迎
新
君
、
止
在
廟
下
。
未
発
之
頃
、
暫
得
来
帰
。
新
君
明
日
、
日
中
当
発
。
臨
発
多
事
、
不
復
得
帰
。
永
辞
於
此
。
侯
気
彊
、
難
感
悟
、
故
自
訴
於
母
。
願
重
啓
侯
、
何
惜
不
一
試
験
之
。」
遂
道
阿
之
形
状
、
言
甚
備
悉
。
天
明
、
母
重
啓
済
「
雖
云
夢
不
足
怪
、
此
何
太
適
適
。
亦
何
惜
不
一
験
之
。」
済
乃
遣
人
詣
太
廟
下
、
推
問
孫
阿
、
果
得
之
。
形
状
證
験
、
悉
如
児
言
。
済
涕
泣
曰
「
幾
負
吾
児
。」
於
是
乃
見
孫
阿
、
具
語
其
事
。
阿
不
懼
当
死
、
而
喜
得
為
泰
山
令
、
惟
恐
済
言
不
信
也
。
曰
「
若
如
節
下
言
、
阿
之
願
也
。
不
知
賢
子
欲
得
何
職
。」
済
曰
「
随
地
下
楽
者
与
之
。」
阿
曰
「
輒
当
奉
教
。」
乃
厚
賞
之
。
言
訖
、
遣
還
。
済
欲
速
知
其
験
、
従
領
軍
門
至
廟
下
、
十
歩
安
一
人
、
以
伝
消
息
。
辰
時
伝
阿
心
痛
、
巳
時
伝
阿
劇
、
日
中
伝
阿
亡
。
済
曰
「
雖
哀
吾
児
之
不
幸
、
且
喜
亡
者
有
知
。」
後
月
余
、
児
復
来
、
語
母
曰
「
已
得
転
為
録
事
矣
。」（『
捜
神
記
』
一
六
）
 
蒋  
済 
　 
字 
は
子
通
、
楚
国 
平
阿
の
人
な
り
。 
魏 
に 
仕 
へ
、
領
軍
将
軍
と 
為 
る
。
し
や
う
 せ
い
 
あ
ざ
な
 
ぎ
 
つ
か
 
な
 
其
の
婦 
夢
に 
亡 
児 
を
見
る
に
、 
涕 
泣 
し
て 
曰 
く
「
死
生  
路 
を 
異 
に
す
。
我 
生
時
そ
 
ば
う
 じ
 
て
い
 き
ふ
 
い
は
 
み
ち
 
こ
と
は
卿 
相 
の
子
孫 
為 
る
も
、
今
は
地
下
に 
在 
り
て 
泰 
山 
の
伍
伯 
為 
り
。
憔
悴 
困
苦
け
い
 し
や
う
 
た
 
あ
 
た
い
 ざ
ん
 
た
す
る
こ
と
、 
復 
た
言
ふ 
可 
か
ら
ず
。
今  
太 
廟 
の
西
の 
謳 
士 
孫
阿
、
召
さ
れ
て 
泰 
ま
 
べ
 
た
い
 べ
う
 
お
う
 し
 
た
い
 
山
の 
令 
と 
為 
る
。 
願 
は
く
は
母  
為 
に 
侯 
に 
白 
し
て
阿
に 
属 
み
、
我
を 
転 
じ
て 
楽 
処 
ざ
ん
れ
い
な
ね
が
た
め
こ
う
ま
う
た
の
て
ん
ら
く
し
よ
を
得 
令 
め
よ
」
と
。
言
ひ 
訖 
り
、
母  
忽 
然 
と
し
て 
驚 
き 
寤 
む
。
明
日  
以 
て
済
に
え
 
し
 
を
は
 
こ
つ
 ぜ
ん
 
お
ど
ろ
 
さ
 
も
つ
 
白
す
に
、
済
曰
く
「
夢
は
虚 
為 
る 
耳 
、
怪
し
む
に 
足 
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
日
暮
れ
、
ま
う
た
の
み
た
 
復
た
夢
に
曰
く
「
我  
来 
り
て
新
君
を
迎
へ
、 
止 
ま
り
て 
廟 
下 
に 
在 
り
。 
未 
だ 
発 
た
ま
 
き
た
 
と
ど
 
べ
う
 か
 
あ
 
い
ま
 
た
ざ
る
の
頃
な
れ
ば
、 
暫 
く 
来 
帰 
す
る
を
得
た
り
。
新
君
は
明
日
、
日
　 
中 
す
れ
ば
し
ば
ら
ら
い
き
ち
ゆ
う
 
当
に 
発
つ
べ
し
。 
発 
つ
に 
臨 
み
て
事 
多 
け
れ
ば
、 
復 
た 
帰 
る
を
得
ず
。 
永 
く 
此 
に
ま
さ
 
た
 
た
 
の
ぞ
 
お
ほ
 
ま
 
か
へ
 
な
が
 
こ
こ
辞
さ
ん
。
侯
の
気  
彊 
く
、 
感 
悟 
し 
難 
け
れ
ば
、 
故 
に 
自 
ら
母
に 
訴 
ふ
。
願
は
く
つ
よ
か
ん
ご
が
た
ゆ
ゑ
み
づ
か
う
つ
た
は
重
ね
て
侯
に 
啓
せ
、
何
ぞ
惜
し
み
て
一
た
び
之
を 
試 
験 
さ
ざ
る
」
と
。 
遂 
に
阿
ま
う
 
た
 
め
 
つ
ひ
の
形
状
を 
道 
ふ
に
、
言
　 
甚 
だ 
備 
悉 
な
り
。
天 
明 
け
、
母 
重
ね
て
済
に 
啓 
す
「
夢
い
は
な
は
び
し
つ
あ
ま
う
は
怪
し
む
に
足
ら
ず
と 
云 
ふ
と 
雖 
も
、 
此 
れ
何
ぞ 
太 
だ 
適 
適 
た
る
。 
亦 
た
何
ぞ
い
 
い
へ
ど
 
こ
 
は
な
は
 
て
き
 て
き
 
ま
惜
し
み
て 
一
た
び
之 
を
験 
さ
ざ
る
」
と
。
済
　 
乃 
ち
人
を
し
て 
太 
廟 
の 
下 
に 
詣 
ら
ひ
と
こ
れ
た
め
す
な
は
た
い
べ
う
も
と
い
た
 
遣
め
、
孫
阿
を
推
問
す
る
に
、 
果 
た
し
て 
之 
を
得
た
り
。
形
状
　 
證 
験 
あ
り
、 
悉 
し
 
は
 
こ
れ
 
し
よ
う
 け
ん
 
こ
と
ご
く
児
の
言
の
如 
し
。
済
涕
泣
し
て
曰
く
「 
幾 
ふ
く 
吾 
が
児
に 
負 
か
ん
と
す
」
と
。
ご
と
あ
や
わ
そ
む
 
是 
に 
於 
て 
乃 
ち
孫
阿
に 
見 
ひ
、 
具 
に 
其 
の
事
を
語
る
。
阿  
当 
に
死
す
べ
き
を 
懼 
こ
こ
 
お
い
 
す
な
は
 
あ
 
つ
ぶ
さ
 
そ
 
ま
さ
 
お
そ
れ
ず
し
て
、
泰
山
の
令
と 
為 
る
を
得
る
を
喜
び
、 
惟 
だ
済
の
言
の 
信 
な
ら
ざ
る
を
な
 
た
 
し
ん
恐
る
る
の
み
。
曰
く
「 
若 
し 
節 
下 
の
言
の 
如 
く
ん
ば
、
阿
の
願
ひ
な
り
。
賢
子 
も
 
せ
つ
 か
 
ご
と
 
何 
れ
の
職
を 
得 
ん
と
欲
す
る
か
を
知
ら
ず
」
と
。
済
曰
く
「
地
下
の 
楽 
な
る
者
に
い
づ
 
え
 
ら
く
 
随 
ひ
て 
之 
を 
与 
へ
よ
」
と
。
阿
曰
く
「 
輒 
ち 
当 
に 
教 
へ
を
奉
ず
べ
し
」
と
。 
乃 
し
た
が
 
こ
れ
 
あ
た
 
す
な
は
 
ま
さ
 
を
し
 
す
な
は
ち
厚
く 
之 
に 
賞 
る
。
言
ひ 
訖 
り
て
、 
還 
ら 
遣 
む
。
済  
速 
や
か
に 
其 
の 
験 
を
知
ら
ん
こ
れ
 
お
く
 
を
は
 
か
へ
 
し
 
す
み
 
そ
 
け
ん
と
欲
し
、
領
軍
の
門 
従 
り
廟
下
に
至
る
ま
で
、
十
歩
に
一
人
を 
安 
き
、 
以 
て
消
息
よ
 
お
 
も
つ
を 
伝 
へ
し
む
。
辰
の
時 
阿
の 
心 
の
痛
む
を
伝
へ
、
巳
の
時 
阿
の
劇
す
る
を
伝
へ
、
つ
た
 
し
ん
日 
中
し
て
阿
の 
亡 
す
る
を
伝
ふ
。
済
曰
く
「 
吾 
が
児
の
不
幸
を
哀
し
む
と 
雖 
も
、
し
 
わ
 
い
へ
ど
 
且 
つ
亡
者
に 
知 
有
る
を
喜
ぶ
」
と
。 
後  
月 
余 
に
し
て
、
児  
復 
た 
来 
り
、
母
に
語
か
 
ち
 
の
ち
 
げ
つ
 よ
 
ま
 
き
た
り
て
曰
く
「 
已 
に 
転 
じ
て 
録 
事 
と 
為 
る
を
得
た
り
」
と
。
す
で
 
て
ん
 
ろ
く
 じ
 
な
①
蒋
済
─
字 
は
子
通
、
楚
国
平
阿
の
人
。『
三
国
志
』
巻
一
四
・
蒋
済
伝
。
あ
ざ
な
②
領
軍
─
朝
廷
の
軍
隊
を
掌
る
将
軍
。
③
卿
相
─
天
子
を
た
す
け
て
政
治
を
執
る
大
臣
。
④
泰
山
─
山
名
。
五
嶽
（
古
代
中
国
で
崇
拝
さ
れ
た
五
つ
の
霊
山
）
の
一
。
山
東
省
泰
安
県
の
北
に
あ
る
。
死
者
の
魂
が
集
ま
る
と
さ
れ
る
。
太
山
。
⑤
伍
伯
─
卒
役
の
名
。
⑥
太
廟
─
天
子
の
祖
先
を
祭
る
廟
。
⑦
謳
士
─
祭
り
の
時
、
霊
を
称
え
る
歌
を
う
た
う
者
。
⑧
願
母
為
白
侯
─『
三
国
志
』
蒋
済
伝
に
「
斉
王
即
位
、
徙
為
領
軍
将
軍
、
進
爵
昌
陵
亭
侯
」（
斉
王 
即
位
し
、 
徙 
り
て
領
軍
将
軍
と 
為 
り
、
爵
を 
昌 
陵 
亭 
う
つ
 
な
 
し
や
う
 り
よ
う
 て
い
 
侯 
に
進
め
ら
る
）
と
あ
る
。「
侯
」
と
称
す
る
の
は
そ
の
為
で
あ
る
。
こ
う
⑨
夢
為
爾
耳
、
不
足
怪
也
─
こ
の
八
字
、『
太
平
広
記
』
は
「
夢
不
足
憑
耳
」
（
夢  
憑 
る
に
足
ら
ざ
る 
耳 
）
五
字
に
作
る
。「
爾
」
字
、『
捜
神
記
』
は
「
虚
」
よ
 
の
み
に
作
る
。
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三
二
⑩
不
復
得
帰
、
永
辞
於
此
─
こ
の
八
字
、『
太
平
広
記
』
は
「
不
得
復
帰
於
此
」
（ 
復 
た
此
に
帰
る
を
得
ず
）
六
字
に
作
る
。
ま
⑪
侯
気
彊
、
難
感
悟
、
故
自
訴
於
母
─
こ
の
十
一
字
、『
太
平
広
記
』
に
無
し
。
「
感
悟
」
は
、
感
じ
悟
る
こ
と
。
⑫
何
惜
不
一
試
験
也
─「
不
」
字
、『
太
平
広
記
』
に
無
し
。「
也
」
字
、『
三
国
志
』『
捜
神
記
』
は
「
之
」
に
作
り
、『
太
平
広
記
』
は
「
乎
」
に
作
る
。
⑬
曰
、
昨
又
夢
如
此
─
こ
の
六
字
、『
三
国
志
』『
捜
神
記
』
に
無
し
。
⑭
此
何
太
適
適
─
こ
の
五
字
、『
太
平
広
記
』
に
無
し
。「
適
適
」
は
、
ぴ
っ
た
り
と
適
合
す
る
さ
ま
。
⑮
證
験
─
証
。
息
子
の
言
っ
た
通
り
の
形
状
を
し
て
い
た
こ
と
。
⑯
節
下
─
旗
印
を
賜
っ
た
将
軍
の
下
。
蒋
済
を
指
す
。
臣
下
が
天
子
を
称
す
る
辞
の
「
陛
下
」
と
同
じ
く
、
直
に
指
さ
な
い
言
い
方
。
⑰
阿
曰
、
輒
当
奉
教
、
乃
厚
賞
之
─
こ
の
十
字
、『
太
平
広
記
』
は
「
阿
許
諾
」
（
阿 
許
諾
す
）
三
字
に
作
る
。
⑱
巳
時
伝
阿
劇
─
こ
の
五
字
、『
太
平
広
記
』
に
無
し
。
⑲
児
復
来
、
語
母
曰
─
こ
の
六
字
、『
太
平
広
記
』
は
「
母
復
夢
児
来
、
告
曰
」
（
母  
復 
た
児
の 
来 
る
を
夢
む
る
に
、
告
げ
て
曰
く
）
七
字
に
作
る
。
ま
 
き
た
⑳
録
事
─
記
録
・
帳
簿
な
ど
を
管
理
す
る
職
。
　 
劉 
卓 
り
う
 た
く
２１
呉
選 
曹
①
 
令 
史 
長 
沙 
劉 
卓
、 
病 
荒
。
夢
見
一
人
、
以 
白 
越
単
衫
与
之
、
言
曰
②
 
③
 
④
 
⑤
 
⑥
「 
汝 
著
衫
汚
、
火
焼
便
潔
也
。」
卓
覚
、
果
有
衫
在
側
。 
汚 
輒
火
浣
之
。
⑦
 
⑧
呉
の 
選 
曹 
の 
令 
史 
　 
長 
沙 
の 
劉 
卓 
、 
病 
荒
す
。
夢
に
一
人
を
見
る
に
、
白
越
の
せ
ん
 さ
う
 
れ
い
 し
 
ち
や
う
 さ
 
り
う
 た
く
 
や
ま
ひ
 
単 
衫 
を
以
て 
之 
に 
与 
へ
、
言
ひ
て 
曰 
く
「 
汝 
　 衫 
を 
著 
て 
汚 
る
れ
ば
、
火
も
て
た
ん
 さ
ん
 
こ
れ
 
あ
た
 
い
は
 
な
ん
ぢ
 
さ
ん
 
き
 
よ
ご
 
焼 
け
ば 
便 
ち 
潔 
き
な
り
」
と
。
卓
覚
む
る
や
、
果
た
し
て
衫
の 
側 
ら
に
在
る
や
 
す
な
は
 
き
よ
 
か
た
は
有
り
。
汚
る
れ
ば
輒 
ち
火
も
て
之
を 
浣 
ふ
。
す
な
は
 
あ
ら
【
通
釈
】
　
呉
の
選
曹
の
令
史
で
あ
る
長
沙
の
劉
卓
は
、
病
状
が
重
か
っ
た
。
夢
の
中
で
れ
い
 し
或
る
男
を
見
た
が
、
白
越
で
ひ
と
え
の
衫
を
卓
に
与
え
、
言
う
に
は
「
あ
な
た
が
衫
を
着
て
汚
れ
た
ら
、
火
で
焼
け
ば
綺
麗
に
な
り
ま
す
」
と
。
卓
が
目
覚
め
る
と
、
果
た
し
て
側
に
衫
が
あ
っ
た
。
汚
れ
る
度
に
火
で
焼
い
て
こ
れ
を
洗
っ
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覧
』
三
九
九
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
初
学
記
』
二
六
に
引
く
『
魏
文
帝
列
伝
』、『
太
平
御
覧
』
六
九
三
に
引
く
『
魏
文
帝
別
伝
』、『
捜
神
記
』
一
〇
に
見
え
る
。
呉
選
曹
令
史
劉
卓
、
病
篤
。
夢
見
一
人
、
以
白
越
単
衫
与
之
、
言
曰
「
汝
著
衫
汚
、
火
焼
便
潔
也
。」
卓
覚
、
果
有
衫
在
側
。
汚
輒
火
浣
之
。（『
捜
神
記
』
一
〇
）
呉
の 
選 
曹 
の 
令 
史  
劉 
卓 
、
病 
篤 
し
。
夢
に
一
人
を
見
る
に
、
白
越
の 
単 
衫 
を
以
せ
ん
 さ
う
 
れ
い
 し
 
り
う
 た
く
 
あ
つ
 
た
ん
 さ
ん
て
之
に 
与 
へ
、
言
ひ
て
曰
く
「
汝 
衫
を 
著 
て
汚
る
れ
ば
、
火
も
て
焼
け
ば
便
ち
あ
た
き
 
潔 
き
な
り
」
と
。
卓 
覚 
む
る
や
、
果
た
し
て
衫
の
　 
側 
に 
在 
る
有
り
。
汚
る
れ
き
よ
 
さ
 
か
た
は
ら
 
あ
ば 
輒 
ち
火
も
て
之
を 
浣 
ふ
。
す
な
は
あ
ら
①
選
曹
─
官
吏
を
選
ぶ
こ
と
を
司
る
官
。
②
令
史
─
文
書
関
係
の
事
務
に
あ
た
る
下
役
。
③
長
沙
─
郡
名
。
秦
に
置
か
れ
た
。
今
の
湖
南
省
東
半
部
の
地
。
こ
の
二
字
、
『
初
学
記
』
及
び
『
捜
神
記
』
に
無
し
。
④
劉
卓
─『
太
平
御
覧
』
六
九
三
は
、
こ
の
後
に
「
字
徳
然
」
三
字
あ
り
。
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三
三
⑤
病
荒
─
こ
の
二
字
、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
は
「
得
病
」
に
、『
捜
神
記
』
は
「
病
篤
」
に
作
る
。
⑥
白
越
単
衫
─
白
い
越
布
で
作
っ
た
ひ
と
え
の
着
物
。
⑦
汝
著
衫
汚
、
火
焼
便
潔
也
─
こ
の
九
字
、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
は
「
汝
着
此
衫
汗
、
即
火
焼
便
潔
也
」（ 
汝 
　 此 
の 
衫 
を
着
て
汗
す
れ
ば
、 
即 
ち
火
も
て
な
ん
ぢ
 
こ
 
さ
ん
 
す
な
は
焼
け
ば 
便 
ち 
潔 
き
な
り
）
十
一
字
に
作
る
。「
汚
」
字
、『
太
平
御
覧
』
は
や
 
す
な
は
 
き
よ
「
汗
」
に
作
る
。
⑧
汚
輒
火
浣
之
─
こ
の
五
字
、『
太
平
御
覧
』
三
九
九
は
「
後
汗
便
火
焼
之
」
（ 
後 
汗
す
れ
ば 
便 
ち
火
も
て 
之 
を 
焼 
く
）
六
字
に
作
る
。
の
ち
 
す
な
は
 
こ
れ
 
や
〔
二
〇
一
三
・
九
・
二
六
　
受
理
〕 
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